
（仮称）堺市こども計画策定に関する
市民ニーズ調査結果（概要）
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調査概要

調査の目的

✓ 令和7年度を始期とする「（仮称）堺市こども計画」策定にかかる基礎資料とするため

報告書の見方

✓ 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単
数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が100.0％にならない場合があります。

✓ 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割
合を示しています。そのため、合計が100.0％を超える場合があります。図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、また
は回答の判別が困難なものです。

✓ 図表中の「n（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）を表しています。

調査対象と回収結果

✓ A調査（子ども・子育て支援に関する調査）
✓ B調査（子どもの生活に関する実態調査）
✓ C調査（子ども・若者の意識及び少子化社会に関する調査）

調査種別

調査種類 調査対象 配布数 回収数 回収率 前回回収率

A調査
就学前の子どもがいる世帯（保護者） 3,000件 1,411件 47.0％ 53.8％

小学生の子どもがいる世帯（保護者） 3,000件 1,552件 51.7％ 54.0％

B調査

小学５年生・中学２年生・高校２年生の子どもがいる世帯
保護者 3,000件 1,133件 37.8％ 43.6％

子ども 3,000件 1,059件 35.3％ 38.1％

ひとり親世帯
保護者 1,000件 275件 27.5％ 34.1％

子ども 1,000件 2４１件 24.1％ 31.1％

C調査 15～39歳の子ども・若者 3,000件 853件 28.4％ ―



A 子ども・子育て支援に関する調査



０ 回答者の属性

子どもの年齢・学年と保護者の配偶者・パートナーの有無

✓ 回答者（子ども）の年齢、学年は平成30年時点の調査と大きく変わりはありません。
✓ 配偶者・パートナーの有無についても、平成30年時点の調査と大きく変わりはありません。

保護者の配偶者・パートナーの有無
●就学前 ●小学生

15.4

16.8

15.8

15.4

17.4

17.3

14.5

15.9

19.0

16.4

15.7

15.0

2.3

3.2

今回調査（R5年）

(n=1411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

子どもの年齢・学年
●就学前 ●小学生（学年）

16.2

16.7

15.8

17.8

15.8

16.8

18.0

15.4

15.6

16.0

15.5

14.0

3.1

3.3

今回調査(R5年)

(n=1,552)

前回調査(H30年)

(n=1,621)

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

91.9

92.2

7.9

7.4

0.3

0.4

今回調査(R5年)

(n=1,552)

前回調査(H30年)

(n=1,621)

配偶者・パートナーがいる 配偶者・パートナーはいない 無回答

95.3

95.5

4.2

4.1

0.5

0.3

今回調査(R5年)

(n=1,411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

配偶者・パートナーがいる 配偶者・パートナーはいない 無回答
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1 家事・育児時間（未就学児）

母親の家事・育児時間の変化（未就学児）

✓ 就学前児童の母親は、「フルタイム」での就労がおよそ５割と、平成30年時点と比べて大きく増加しています。
✓ 一方で、家事・育児時間については、大きな変化がありません。

0.1

0.2

0.9

2.8

4.6

95.5

93.2 1.2

1.5

今回調査(R5年)

(n=1,401)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 １時間以上 無回答

母親の育児時間の変化（経年比較）

平日 休日

0.1

0.6

1.4

3.6

6.7

95.1

91.1 0.6

0.7

今回調査(R5年)

(n=1,401)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 １時間以上 無回答

母親の家事時間の変化（経年比較）

平日 休日 0.2

0.7

1.5

3.3

5.8

94.6

91.9 0.6

1.5

今回調査(R5年)

(n=1,401)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 １時間以上 無回答

33.9

24.5

12.2

9.5

25.0

25.3

2.1

2.6

23.9

33.7

2.1

3.7

0.7

0.6

今回調査(R5年)

(n=1,401)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

＋12.1ポイント ▲9.8ポイント

1.6

2.1

9.9

10.7

87.2

85.8

1.2

1.5

今回調査(R5年)

(n=1,401)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

１時間未満 １～３時間未満 ３時間以上 無回答
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13.1

16.0

26.4

28.4

58.4

49.2

2.2

6.4

今回調査(R5年)

(n=1,347)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

１時間未満 １～３時間未満 ３時間以上 無回答

1 家事・育児時間（未就学児）

父親の家事・育児時間の変化（未就学児）

✓ 就学前児童の父親は、96.5％がフルタイムで就労しており、平成30年時点と大きく変化はありません。
✓ 一方で、家事・育児時間は大きく増加しています。

21.6

30.1

18.8

28.8

57.3

34.5

2.2

6.6

今回調査(R5年)

(n=1,347)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 無回答

父親の育児時間の変化（経年比較）

平日 休日＋22.8ポイント ＋9.2ポイント

38.5

58.9

22.0

21.3

19.2

13.2

18.3 2.1

6.7

今回調査(R5年)

(n=1,347)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 １時間以上 無回答

父親の家事時間の変化（経年比較）

平日 休日＋24.3ポイント

21.5

36.3

17.9

26.7

21.5

30.2

36.8 2.2

6.8

今回調査(R5年)

(n=1,347)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

10分未満 10～29分 30分以上 １時間以上 無回答

＋28.1ポイント

96.5

91.8

0.9

0.2

0.4

0.5

0.8

0.4

1.3

7.1

今回調査(R5年)

(n=1,347)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業

中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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1 家事・育児時間（未就学児と小学生）

家事・育児時間の変化

✓ 家事時間については、父親は未就学児と小学生の調査を比較すると、小学生は「１時間以上」が低く、「10分未満」が高くなっています。
✓ 育児時間については、未就学児と小学生の調査を比較すると、小学生は父母ともに「１時間以上」や「３時間以上」が低くなっています。

0.1

0.4

38.5

49.8

1.4

1.2

22.0

19.6

6.7

8.2

19.2

16.9

91.1

89.8

18.3

10.9

0.6

0.5

2.1

2.8

未就学児の母親

小学生の母親

未就学児の父親

小学生の父親

10分未満 10～29分 30～59分 １時間以上 無回答

0.2

0.4

21.5

31.2

1.5

1.0

17.9

19.7

5.8

6.5

21.5

19.8

91.9

91.2

36.8

26.0

0.6

1.0

2.2

3.3

未就学児の母親

小学生の母親

未就学児の父親

小学生の父親

10分未満 10～29分 30～59分 １時間以上 無回答

0.1

1.8

21.6

39.3

0.9

5.7

18.8

20.0

4.6

21.9

24.6

20.8

93.2

69.1

32.7

16.8

1.2

1.5

2.2

3.1

未就学児の母親

小学生の母親

未就学児の父親

小学生の父親

10分未満 10～29分 30～59分 １時間以上 無回答

1.6

13.2

13.1

35.6

9.9

31.4

26.4

31.5

87.2

53.5

58.4

29.4

1.2

1.8

2.2

3.4

未就学児の母親

小学生の母親

未就学児の父親

小学生の父親

１時間未満 １～３時間未満 ３時間以上 無回答

平日

育児時間

休日

家事時間

平日 休日
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2 育児休業（未就学児）

✓ 育児休業を「取得した（取得中である）」人は母親・父親両者ともに、平成30年時点に比べて増加しています。
✓ 「子育てや家事に専念するために退職した」や「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」を理由として取得しない

母親は減少しています。
✓ 取得しない理由として「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」や「仕事が忙しかった」を理由にする父親は増加し、「配偶者が無職、

祖父母等の親族にみてもらえるなど制度を利用する必要がなかった」を理由にする父親は減少しています。

37.1

48.8

51.7

36.6

9.6

11.9

1.5

2.7

今回調査(R5年)

(n=1,411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

育児休業を取得していない理由の変化（経年比較）

母親の育児休業取得状況
1.6

0.8

15.3

3.9

78.5

86.6

4.6

8.7

今回調査(R5年)

(n=1,411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

＋15.1ポイント 父親の育児休業取得状況 ＋11.4ポイント

9.6 7.4 5.9 6.6
1.5

7.4
5.9

0.7 0.7

29.4

9.6 8.8 0.7
2.2

27.9

13.213.8

8.8
4.9

9.1

0.3
6.5 4.9

0.5 2.6

38.4

18.2

6.8
1.6

2.3

17.4

9.9

42.5 44.7

0.2
3.8

7.5

30.3

2.1

26.9

15.4

0.3

10.1

0.4 1.7
0.0

10.9

4.4

34.5
37.4

0.3

3.4 6.4

27.5

1.3

24.9 27.8

0.4

12.6

0.2 1.9 0.0

7.0 6.1

0.0

20.0

40.0

60.0

職
場
に
育
児
休
業
を
取
り
に
く
い

雰
囲
気
が
あ
っ
た

仕
事
が
忙
し
か
っ
た

（産
休
後
に
）仕
事
に
早
く
復
帰
し

た
か
っ
た

仕
事
に
戻
る
の
が
難
し
そ
う
だ
っ
た

昇
給
・昇
格
な
ど
が
遅
れ
そ
う
だ
っ

た

収
入
減
と
な
り
、
経
済
的
に
苦
し
く

な
る

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
預
け
る
こ
と

が
で
き
た

配
偶
者
が
育
児
休
業
制
度
を
利
用

し
た

配
偶
者
が
無
職
、
祖
父
母
等
の
親

族
に
み
て
も
ら
え
る
な
ど
制
度
を

利
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

子
育
て
や
家
事
に
専
念
す
る
た
め
に

退
職
し
た

職
場
に
育
児
休
業
の
制
度
が
な
か
っ

た
（就
業
規
則
に
定
め
が
な
か
っ
た
）

有
期
雇
用
の
た
め
育
児
休
業
の
取

得
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た

育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た

出
産
前
後
の
休
暇
（産
前6

週
間
、

産
後8

週
間
）を
取
得
で
き
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
退
職
し
た

そ
の
他

無
回
答

母親の今回調査(R5年)
(n=136)

母親の前回調査(H30年)
(n=385)

父親の今回調査(R5年)
(n=1,108)

父親の前回調査(H30年)
(n=2,798)

・自営業のため（13件）
・パート、アルバイトのた
め（５件）
・役員、個人事業主等の
ため（４件）

増加 増加

減少

減少

減少
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育児休業（未就学児）



3 教育・保育事業の利用（未就学児）

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況

6

✓ 平日の定期的な教育・保育事業の利用者が増加しており、子どもが０歳時点で35.9％の人が利用しています。
✓ 平日の定期的な教育・保育事業を利用していない者のうち、半分以上の人がこども誰でも通園制度（仮称）の利用を希望しています。

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（経年比較）

81.7

71.9

18.1

28.1

0.1

0.1

今回調査(R5年)

(n=1,411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

利用している 利用していない 無回答

35.9

63.6

0.5

76.7

23.3

0.0

99.7

0.3

0.0

0 20 40 60 80 100

０歳

(n=217)

１～２歳

(n=468)

３～５歳

(n=694)

利用している

利用していない

無回答

(%)

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況（年齢別）

＋9.8ポイント

60.1

57.8

50.0

32.6

32.7

50.0

7.2

5.5

０歳

(n=138)

１～２歳

(n=109)

３～５歳

(n=2)

利用する 利用しない 無回答

こども誰でも通園制度（仮称）の利用希望（年齢別）

1.3

4.0

3.3

17.9

8.6

25.8

31.8

2.0

5.3

0 10 20 30 40

１回

２回

３回

４回

５回

６～10回

11～20回

21回以上

無回答

(%)
(n=151)

１カ月あたりの利用希望日数



3 教育・保育事業の利用（未就学児）

平日の定期的な教育・保育事業の利用内容と希望

✓ 平成30年時点と比べると、「認定こども園」の利用者が増加し、「幼稚園」の利用者が減少しています。利用希望も同様の傾向にあります。

平日の定期的な教育・保育事業の利用希望（経年比較）

31.0 37.8

64.1

22.5
6.9 1.7 3.0 3.9 1.3 2.6 7.2 1.7 3.8 3.2

28.3

49.5
59.5

19.0
4.4 1.1 3.1 5.2 1.5 3.2 2.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

認
可
保
育
所

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
の
預
か
り

保
育

小
規
模
な
保
育
施

設

家
庭
的
保
育
事
業

事
業
所
内
保
育
施

設

企
業
主
導
型
保
育

そ
の
他
の
認
可
外

の
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ

ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
た
い
事
業

が
な
い

無
回
答

今回調査(R5年)
(n=1,411)

前回調査(H30年)
(n=3,230)

＋4.6
ポイント

平日の定期的な教育・保育事業の利用内容（経年比較）

15.5
23.5

56.7

6.4 4.2 0.0 0.5 1.6 1.0 0.0 0.3 1.6 0.3

13.2

30.9

51.0

3.4 2.0 0.1 1.8 0.4 1.8 0.4
0.0

20.0

40.0

60.0

認
可
保
育
所

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
の
預
か
り

保
育

小
規
模
な
保
育
施

設

家
庭
的
保
育
事
業

事
業
所
内
保
育
施

設

企
業
主
導
型
保
育

そ
の
他
の
認
可
外

の
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ

ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

今回調査(R5年)
(n=1,153)

前回調査(H30年)
(n=2,321)

＋5.7
ポイント

7



4 病児保育（未就学児）

病児保育の利用状況と利用希望

8

✓ 病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかった場合の対応として、「父親が休んだ」が大きく増加しています。
✓ 病児保育の利用希望はやや減少しています。病児保育を利用したくない理由として、預けることがかわいそう、不安、父親か母親が対応する

という回答が多くを占めるというのは前回調査と同様の傾向です。

41.8

81.3

35.4

18.9

2.3 0.6 0.0 1.0 1.9 0.8

23.3

75.7

34.7
19.9

5.3 0.3 0.3 0.9 2.5 1.7
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

父
親
が
休
ん
だ

母
親
が
休
ん
だ

（同
居
者
を
含
む
）親
族
・

知
人
に
子
ど
も
を
み
て
も

ら
っ
た

父
親
又
は
母
親
の
う
ち

就
労
し
て
い
な
い
方
が
子

ど
も
を
み
た

病
児
保
育
を
利
用
し
た

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用

し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

や
む
を
得
ず
子
ど
も
だ

け
で
留
守
番
を
さ
せ
た

そ
の
他

無
回
答

今回調査(R5年)
(n=859)

前回調査(H30年)
(n=1,615)

＋18.5
ポイント

28.3

31.3

71.2

67.9

0.5

0.9

今回調査(R5年)
(n=729)

前回調査(H30年)
(n=1,254)

できれば病児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

病気やケガで通常の事業が利用できず、
父母が休んだ際の病児保育の利用希望（経年比較）

病気やケガで通常の事業が利用できなかったこと（経年比較）

74.5

69.6

23.2

27.3

2.3

3.1

今回調査(R5年)
(n=1,153)

前回調査(H30年)
(n=2,321)

あった なかった 無回答

＋4.9ポイント

48.9 48.4

17.0

44.3

25.8

38.3

22.5

46.2

16.6

0.4

55.3 56.3

17.5

45.7

25.3
33.0

16.3

47.1

16.5

1.4
0.0

20.0

40.0

60.0

知
ら
な
い
所
へ
預
け
る
の
は

か
わ
い
そ
う

病
児
を
他
人
に
み
て
も
ら

う
の
は
不
安

質
に
不
安
が
あ
る

預
け
先
の
様
子
（ス
タ
ッ

フ
、
雰
囲
気
等
）に
つ
い
て

よ
く
知
ら
な
い
の
で
不
安

利
便
性
（立
地
や
利
用
可

能
時
間
・日
数
な
ど
）が
よ

く
な
い

利
用
料
が
か
か
る
・高
い

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い

父
母
の
い
ず
れ
か
が
仕
事

を
休
ん
で
対
応
す
る

そ
の
他

無
回
答

今回調査(R5年)
(n=519)

前回調査(H30年)
(n=851)

病児保育を利用したくない理由（経年比較）

病気やケガで通常の事業が利用できなかった場合の対処方法（経年比較）



5 地域子育て支援拠点（未就学児）

地域子育て支援拠点の利用状況と希望すること
✓ 地域子育て支援拠点の利用状況は、平成30年時点と大きく変化がなく、およそ８割の人が「利用していない」と回答しています。
✓ また、地域子育て支援拠点に希望することも、平成30年時点と同様で「親子同士の交流、友達づくり」が最も高くなっていますが、「子育て

相談」への希望がわずかに増加しています。

4.8

5.4

7.4

6.9

80.3

1.9

6.0

5.8

3.7

11.0

78.4

2.5

0 20 40 60 80 100

今回調査(R5年)
(n=1,411)

前回調査(H30年)
(n=3,230)

区役所子育てひろば

みんなの子育てひろば

さかいっこひろば

その他親子が集う場（保育所・
幼稚園等の園庭開放、

子育てサロン、子育てサークル）

利用していない

無回答

(%)

地域子育て支援拠点の利用状況（経年比較） 地域子育て支援拠点事業に希望すること（経年比較）

41.7

15.8

31.2

32.7

6.8

34.1

41.5

17.7

28.2

28.7

6.8

38.0

0 10 20 30 40 50

今回調査(R5年)

(n=1,411)

前回調査(H30年)

(n=3,230)

親子同士の交流、友達づくり

子育て講座

地域の子育て情報

子育て相談

その他

無回答

(MA%)

＋4.0ポイント

9



6 放課後児童クラブ（小学生）

放課後児童クラブの利用状況と利用希望

✓ 放課後児童クラブを「利用している」人が増加しており、利用日数と希望利用日数はともに「５日」が最も高くなっています。
✓ また、放課後児童クラブを何年生まで利用したいかは、「４年生」の希望が高くなり、「６年生」まで利用する希望は減少しています。

放課後児童クラブの利用状況（経年比較）

利用日数と利用希望日数（経年比較）

＋6.3ポイント

28.2

21.9

45.7

56.5

25.6

21.3

0.5

0.3

今回調査(R5年)

(n=1,552)

前回調査(H30年)

(n=1,621)

利用している 利用していない 過去に利用していたことがある 無回答

放課後児童クラブを利用したい学年（経年比較）

6.2 7.5

14.8
18.9

48.2

3.2
0.0 1.10.8

5.1

14.1

19.4

49.9

8.2

0.6 2.01.6
3.7

12.6
15.3

41.6

2.3
0.2

22.8

0.3 1.7

8.7
11.0

38.6

8.5

0.8

30.4

0.0

20.0

40.0

60.0

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

利用日数 今回調査(R5年)
(n=438)

利用日数 前回調査(H30年)
(n=355)

利用希望日数 今回調査(R5年)
(n=438)

利用希望日数 前回調査(H30年)
(n=355)

1.6

0.6

5.0

2.3

15.5

14.6

24.2

17.7

9.4

10.7

36.5

43.4

7.8

10.7

今回調査(R5年)

(n=438)

前回調査(H30年)

(n=355)

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

＋6.5ポイント ▲6.9ポイント

10



7 地域子育て支援事業（小学生）

地域子育て支援事業の利用状況と利用希望

✓ 地域子育て支援事業（ファミリー・サポート・センター）の利用状況と利用希望は、平成30年時点と大きく変化がありません。

地域子育て支援事業（ファミリー・サポート・センター）の利用状況
（経年比較）

1.2

1.2

97.9

96.9

1.0

1.9

今回調査(R5年)

(n=1,552)

前回調査(H30年)

(n=1,621)

利用している 利用していない 無回答

地域子育て支援事業（ファミリー・サポート・センター）の利用希望
（経年比較）

7.2

6.2

0.3

0.0

1.0

0.6

82.5

78.7

9.0

14.6

今回調査(R5年)

(n=1,552)

前回調査(H30年)

(n=1,621)

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

すでに利用しているが、利用日数を増やしたいとは思わない

今後も利用しない

無回答

11



42.9

34.3

18.0

3.5

0.5

0.7

43.4

37.6

14.8

3.3

0.6

0.4

0 10 20 30 40 50

今回調査(R5年)
(n=1,411)

前回調査(H30年)
(n=3,230)

１

２

３

４

５

無回答

(%) 43.0

32.7

18.6

4.2

1.2

0.3

38.6

39.0

17.8

2.9

0.7

1.0

0 10 20 30 40 50

今回調査(R5年)
(n=1,552)

前回調査(H30年)
(n=1,621)

１

２

３

４

５

無回答

(%)

8 子育てについて

子育ての楽しさ・子育て環境の満足度

✓ 子育ての楽しさについては、平成30年時点に比べて、わずかですが「楽しい」が減少傾向にあります。
✓ 子育て環境への満足度は、平成30年時点と大きく変わらず、小学生より未就学児の保護者の方が満足度が高くなっています。

未就学児保護者の子育ての楽しさ（経年比較）

楽しい

楽しくない

▲2.2ポイント

小学生保護者の子育ての楽しさ（経年比較）

▲6.3ポイント

＋4.4ポイント

8.8

9.0

3.8

4.3

57.1

56.6

51.4

51.9

24.3

20.0

30.8

29.6

7.2

10.7

9.4

9.3

1.6

3.1

3.3

3.4

1.1

0.7

1.3

1.4

未就学児 今回調査(R5年)
(n=1,411)

未就学児 前回調査(H30年)
(n=3,230)

小学生 今回調査(R5年)
(n=1,552)

小学生 前回調査(H30年)
(n=1,621)

たいへん満足している まあ満足している どちらでもない

少し不満がある たいへん不満である 無回答

子育て環境への満足度（経年比較）

12



B 子どもの生活に関する実態調査



１ 生活困窮の状況

等価可処分所得の分布

13

✓ 等価可処分所得別の集計で、『分類Ⅳ』（貧困線未満）に該当する相対的に貧困状態にある世帯の割合は13.3%となっています。また、
『分類Ⅳ』の世帯に属する子どもの数が子ども全体に占める割合（子どもの貧困率）を試算すると13.1%でした。

等価可処分所得の範囲
世帯の割合 子どもの割合

今回（R5） 前回（H28) 今回（R5） 前回（H28)

分類Ⅰ 等価可処分所得中央値（274.2万円）以上の層 51.1% 49.8% 48.8% 48.0%

分類Ⅱ 等価可処分所得中央値未満で、中央値の60%以上の層 28.8% 29.0% 31.0% 31.0%

分類Ⅲ 等価可処分所得中央値の50%以上60%未満の層 6.8% 5.4% 7.0% 5.1%

分類Ⅳ 等価可処分所得中央値の50%未満の層（貧困線未満） 13.3% 15.8% 13.1% 15.9%

3.8 4.1

7.5

12.8
14.2 13.5 13.8

11.3

6.2 5.7

2.7
1.3 1.3

0.3 0.4 0.1 0.1 0.0 0.1 0.2 0.4
0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0

０
～
５
０
万
円
未
満

５
０
～
１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
～
１
５
０
万
円
未
満

１
５
０
～
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
～
２
５
０
万
円
未
満

２
５
０
～
３
０
０
万
円
未
満

３
０
０
～
３
５
０
万
円
未
満

３
５
０
～
４
０
０
万
円
未
満

４
０
０
～
４
５
０
万
円
未
満

４
５
０
～
５
０
０
万
円
未
満

５
０
０
～
５
５
０
万
円
未
満

５
５
０
～
６
０
０
万
円
未
満

６
０
０
～
６
５
０
万
円
未
満

６
５
０
～
７
０
０
万
円

７
０
０
～
７
５
０
万
円
未
満

７
５
０
～
８
０
０
万
円
未
満

８
０
０
～
８
５
０
万
円
未
満

８
５
０
～
９
０
０
万
円
未
満

９
０
０
～
９
５
０
万
円
未
満

９
５
０
～
１
０
０
０
万
円
未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

分類Ⅰ
274.2万円以上

分類Ⅱ
164.5万円
以上

分類Ⅲ
137.1万円
以上

分類Ⅳ
137.1万円
未満

等価可処分所得

(n=920)

※前回調査の中央値は235万円



１ 生活困窮の状況

等価可処分所得の分類

14

✓ 学年別でみると、「分類Ⅰ」（等価可処分所得が中央値よりも高い世帯）の割合は学年による明らかな傾向の違いはありませんが、「分類
Ⅳ」 （等価可処分所得が貧困線よりも低い世帯）の割合は学年が上がるほど高くなる傾向があります。

✓ 世帯別でみると、全体やふたり親世帯と比べてひとり親世帯（母子世帯及び父子世帯）の「分類Ⅳ」の割合が高く、特に母子世帯では半
分以上（51.7％）の世帯が「分類Ⅳ」の状況にあります。

51.1 

47.3 

54.4 

52.1 

28.8 

32.5 

29.5 

23.6 

6.8

8.6

4.0

7.7

13.3

11.5

12.1

16.5

全体

(n=920)

小学生

(n=338)

中学生

(n=298)

高校生

(n=284)

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 分類Ⅳ

等価可処分所得の分類（学年別）

51.1 

55.7 

13.5 

38.5 

40.0 

28.8 

30.1 

18.0 

23.1 

0.0 

6.8

5.8

16.9

0.0

20.0

13.3

8.4

51.7

38.5

40.0

全体

(n=920）

ふたり親世帯

(n=810)

母子世帯

(n=89)

父子世帯

(n=13)

その他世帯

(n=5)

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 分類Ⅳ

等価可処分所得の分類（世帯別）



１ 生活困窮の状況

家計・貯蓄の状況

15

✓ １年間の家計の収支状況は、等価可処分所得が低くなるほど「黒字」の割合が減り、「赤字」の割合が増えています。前回調査と比較する
と、いずれの分類でも「黒字」の割合が増えています。

✓ 子どもの将来のための貯蓄状況については、「分類Ⅲ」「分類Ⅳ」は半分以上が「貯蓄したいができていない」と回答しています。前回調査と
比較すると「分類Ⅳ」の「貯蓄している」割合が増えています。

84.3

69.4

42.9

46.7

84.7

64.2

50.0

32.9

15.1

30.2

54.0

52.5

14.9

34.7

48.8

66.4

0.4

0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.3

0.2

0.4

3.2

0.8

0.1

1.0

1.2

0.3

分類Ⅰ(n=470)

分類Ⅱ(n=265)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

貯蓄をしている 貯蓄をしたいが、できていない

貯蓄をするつもりはない 無回答

子どもの将来のための貯蓄状況

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

＋13.8ポイント

58.9

32.5

19.0

10.7

54.3

18.2

4.7

5.8

11.1

26.8

47.6

60.7

16.0

40.8

67.1

63.7

26.8

38.5

33.3

23.8

25.4

34.6

24.7

23.7

3.2

1.5

0.0

4.9

4.3

6.2

3.5

6.5

分類Ⅰ(n=470)

分類Ⅱ(n=265)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

黒字である（貯蓄できている） 赤字である

赤字でもなく黒字でもない わからない

無回答

１年間の家計の収支状況

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

＋14.3ポイント

＋14.3ポイント



１ 生活困窮の状況

半年の間に経済的な理由で経験したこと

16

✓ ほとんどの項目で、等価可処分所得が低くなるほど経済的な制限を経験する割合が高くなる傾向があります。
✓ 「分類Ⅳ」の半分以上の割合の方が、「新しい衣服や靴を買うのを控えた」「趣味やレジャーの出費を減らした」「食費を切りつめた」「理髪店

や美容院に行くのを控えた」「友人・知人との外食を控えた」と回答しています。

0.0 0.2 0.2 0.4 0.2

22.8
26.8

14.5

0.6

5.7

15.5

5.3

0.2

31.7

1.3
5.3 6.6

19.6
18.1

4.0

43.4

5.3

0.0

1.9 1.9 1.5 3.0

43.8

48.3

22.6

2.6

14.7

35.8

9.8

1.5

51.3

4.2

14.3 11.7

33.6
33.2

6.8

24.2

2.3
0.0 4.8 7.9

4.8
7.9

46.0

49.2

25.4

3.2
7.9

47.6

12.7

6.3

54.0

11.1

25.4

9.5

39.7
33.3

6.3
11.1

3.2

2.5
5.7

11.5

5.7
3.3

63.1

73.8

31.1

10.7

18.9

54.1

10.7
6.6

67.2

9.8

32.8

21.3

46.7
50.8

16.4 10.7

1.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

電
気
・ガ
ス
・水
道
な
ど
が

止
め
ら
れ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
が

停
止
に
な
っ
た

国
民
健
康
保
険
料
や

国
民
年
金
の
支
払
い
が
滞
っ
た

電
話
（固
定
・携
帯
）な
ど
の

通
信
料
の
支
払
い
が
滞
っ
た

家
賃
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

支
払
い
が
滞
っ
た

食
費
を
切
り
つ
め
た

新
し
い
衣
服
や
靴
を

買
う
の
を
控
え
た

新
聞
や
雑
誌
を

買
う
の
を
控
え
た

冠
婚
葬
祭
の

つ
き
あ
い
を
控
え
た

医
療
機
関
の

受
診
を
控
え
た

理
髪
店
や
美
容
院
に

行
く
の
を
控
え
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

切
替
・利
用
を
断
念
し
た

敷
金
・保
証
金
等
を
用
意
で
き
な
い
の
で
、

住
み
替
え
・転
居
を
断
念
し
た

趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
の

出
費
を
減
ら
し
た

金
融
機
関
な
ど
に
借
金
を
し
た

生
活
の
見
通
し
が
た
た
な
く
て

不
安
に
な
っ
た

鉄
道
や
バ
ス
の
利
用
を
控
え
、

自
転
車
を
使
っ
た
り
歩
く
よ
う
に
し
た

冷
暖
房
の
使
用
を
控
え
た

友
人
・知
人
と
の
外
食
を
控
え
た

子
ど
も
部
屋
が
欲
し
か
っ
た
が

つ
く
れ
な
っ
た

１
～2

0

の
項
目
に
は
、

ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

分類Ⅰ
(n=470)

分類Ⅱ
(n=265)

分類Ⅲ
(n=63)

分類Ⅳ
(n=122)

半年の間に経済的な理由で経験したこと



２ 保護者の状況

最終学歴

17

✓ 最終学歴について、父親に比べて母親は「大学卒業」の割合が低く、「高専、短大、専門学校等卒業」の割合が高くなっています。また、母
親・父親ともに「分類Ⅲ」「分類Ⅳ」の「大学卒業」の割合が低くなっています。

✓ 母親の最終学歴は、平成28年時点の調査に比べて、令和5年の調査ではいずれの分類でも「大学卒業」の割合が高くなっています。
✓ 父親の最終学歴についても同様に『分類Ⅰ』を除いて、「大学卒業」の割合が高くなっています。

1.3

1.2

11.5

9.6

1.0

4.9

7.1

11.9

15.8

26.5

37.7

34.2

20.5

33.5

43.5

42.5

47.4

47.9

36.1

41.2

49.1

45.1

35.9

33.8

32.7

23.0

11.5

12.3

25.2

13.5

8.2

7.7

0.2

0.8

0.0

0.9

0.6

0.4

1.8

0.9

0.9

0.0

3.3

1.8

1.8

2.1

3.5

3.2

分類Ⅰ(n=456)

分類Ⅱ(n=257)

分類Ⅲ(n=61)

分類Ⅳ(n=114)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

1.4

2.9

11.6

10.0

1.6

5.9

15.6

16.5

23.5

33.5

37.2

44.3

25.4

40.2

40.4

45.2

16.3

24.8

18.6

18.6

13.4

20.2

15.6

17.4

50.9

37.6

32.6

24.3

50.7

30.7

24.8

18.7

0.2

0.4

0.0

0.0

0.2

1.3
2.8

1.6

分類Ⅰ(n=442)

分類Ⅱ(n=242)

分類Ⅲ(n=43)

分類Ⅳ(n=70)

分類Ⅰ(n=1,022)

分類Ⅱ(n=610)

分類Ⅲ(n=109)

分類Ⅳ(n=321)

※父親では前回調査において
「無回答」が多かったため、
無回答を除いた集計で比較しています。

母親の最終学歴 父親の最終学歴

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(
平
成
28
年)



２ 保護者の状況

就業状況

18

✓ 就業状況は、父親に比べて母親は「勤め（パートまたはアルバイト、非正規職員）」の割合が非常に高くなっています。また、母親・父親とも
に、等価可処分所得が低くなるほど「勤め（常勤・正規職員）」の割合が低くなっています。

✓ 平成28年時点の調査と比べて、母親の分類Ⅲを除いて、「勤め（常勤・正規職員）」の割合が上昇しています。

32.5

24.1

23.0

18.4

26.7

16.5

23.5

13.7

41.9

50.6

42.6

50.9

34.4

45.0

37.1

50.5

3.1

3.9

8.2

7.9

2.7

4.9

2.9

6.5

2.9

3.1

8.2

8.8

5.4

3.4

4.1

7.0

1.8

0.4

1.6

0.9

1.5

1.9

1.2

1.9

3.5

6.2

4.9

5.3

5.4

8.6

11.8

11.1

14.3

11.7

8.2

7.0

22.7

18.4

16.5

6.8

0.2

0.0

3.3

0.9

1.1

1.3

2.9

2.6

分類Ⅰ(n=456)

分類Ⅱ(n=257)

分類Ⅲ(n=61)

分類Ⅳ(n=114)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

母親の就業状況 父親の就業状況

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(
平
成
28
年)

91.4

88.5

82.2

46.5

89.8

83.9

69.8

43.3

0.7

0.8

4.4

4.2

0.7

2.2

6.6

7.2

0.0

0.8

0.0

4.2

0.1

0.7

0.0

2.4

7.2

9.4

11.1

33.8

9.2

11.9

18.9

36.2

0.2

0.0

0.0

1.4

0.1

0.7

1.9

2.7

0.5

0.8

2.21.4

0.0

0.3

0.9

5.1

0.2

0.0

8.5

0.2

0.3

1.9

3.1

分類Ⅰ(n=443)

分類Ⅱ(n=244)

分類Ⅲ(n=45)

分類Ⅳ(n=71)

分類Ⅰ(n=1,025)

分類Ⅱ(n=603)

分類Ⅲ(n=106)

分類Ⅳ(n=293)

※父親では前回調査において
「無回答」が多かったため、
無回答を除いた集計で比較しています。



２ 保護者の状況

親になった年齢と子どもへの向き合い方

19

✓ 等価可処分所得が低い世帯ほど、初めて親になった年齢が若い傾向にあることは、前回調査と大きく変わりませんが、いずれの分類でも29
歳以下の割合が減少しています。

✓ 不安やイライラを子どもに向けてしまうことについては、前回調査と比べて「ほとんどない」の割合がどの分類でも増加し、「よくある」の割合が減
少しています。

0.0

0.4

3.2

8.2

0.8

2.2

6.5

9.0

5.7

12.8

12.7

20.5

9.2

16.3

20.0

29.9

31.7

35.8

33.3

27.0

40.9

42.1

37.6

33.3

36.4

29.8

22.2

24.6

35.4

28.2

25.3

21.0

13.6

11.3

12.7

9.0

9.1

7.6

6.5

4.8

4.3

1.5

4.8

3.3

2.2

1.5

0.6

1.4

8.3

8.3

11.1

7.4

2.5

2.1

3.5

0.7

分類Ⅰ(n=470)

分類Ⅱ(n=265)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40歳以上 無回答

初めて親になった年齢

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

8.9

10.6

12.7

12.3

10.7

15.0

22.9

15.7

53.8

53.6

52.4

59.0

60.2

64.7

58.2

59.7

28.7

25.3

23.8

24.6

21.6

15.0

13.5

17.7

5.7

7.5

7.9

2.5

4.8

3.4

2.4

6.3

2.8

3.0

3.2

1.6

2.7

1.9

2.9

0.5

分類Ⅰ(n=470)

分類Ⅱ(n=265)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

よくある 時々ある ほとんどない ない 無回答

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(
平
成
28
年)

不安やイライラを子どもに向けてしまうこと



２ 保護者の状況

保護者が成人前に経験したこと

20

✓ 保護者が成人前に経験したことでは、等価可処分所得が低い世帯ほど、 「生活が経済的に困っていた」ことを経験している傾向にあり、世
代間で連鎖している状況がうかがえます。

✓ 前回調査との比較では、大きな傾向の違いは見受けられませんでした。

11.5 6.8
12.6

4.3 0.4

65.7

7
15.8

7.2
17.7

3.8 0.8

62.6

5.7

25.4

6.3

22.2

1.6 3.2

55.6

4.8
15.6

6.6

23.8

5.7
0

59.8

4.1

0

20

40

60

80

両
親
が
離
婚
し
た
（未

婚
も
含
む
）

母
又
は
父
が
亡
く

な
っ
た

生
活
が
経
済
的
に

困
っ
て
い
た

親
か
ら
虐
待
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
る

児
童
養
護
施
設
等
で

育
っ
た
こ
と
が
あ
る

1

～5

の
い
ず
れ
も
経

験
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

分類Ⅰ
(n=470)

分類Ⅱ
(n=265)

分類Ⅲ
(n=63)

分類Ⅳ
(n=122)

保護者が成人する前に経験したこと

9.8 6.3 10.4
1.9

72.5

5.6
16.2

8.8
18.8

3.1

62.9

3.9

19.4
10.0

26.5

9.4

49.4

4.7

24.1

9.0

23.4

7.0

54.1

2.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

両
親
が
離
婚
し
た
（未

婚
も
含
む
）

母
又
は
父
が
亡
く

な
っ
た

生
活
が
経
済
的
に

困
っ
て
い
た

親
か
ら
虐
待
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
る

児
童
養
護
施
設
等
で

育
っ
た
こ
と
が
あ
る

1

～5

の
い
ず
れ
も
経

験
し
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

分類Ⅰ
(n=1056)

分類Ⅱ
(n=674)

分類Ⅲ
(n=170)

分類Ⅳ
(n=586)

今回調査(令和５年)

前回調査(平成28年)



２ 保護者の状況

保護者の生活の楽しみ・幸福度

21

✓ 生活の楽しみや幸福度では、「とても楽しんでいる」と「楽しんでいる」の合計や「とても幸せ」と「幸せ」の合計は、概ね、等価可処分所得が低
くなるほどその割合は低くなる傾向にあります。

✓ 前回調査と比較すると、全体の傾向としては大きな違いはありませんが、幸福度に関しては『分類Ⅲ～Ⅳ』の「あまり幸せだと思わない」「幸せ
だと思わない」の割合が低くなっています。

20.2

17.7

7.9

21.3

18.7

18.1

5.9

16.2

66.0

64.5

58.7

53.3

64.6

62.8

65.3

56.3

11.7

15.5

27.0

19.7

8.4

12.3

16.5

19.8

1.1

1.1

6.3

4.1
0.6

1.0

1.8

2.0

1.1

1.1

0.0

1.6

7.8

5.8

10.6

5.6

分類Ⅰ(n=470)

分類Ⅱ(n=265)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

とても楽しんでいる 楽しんでいる あまり楽しんでいない

まったく楽しんでいない 無回答

生活を楽しんでいるか

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

29.8

26.0

19.0

27.9

32.7

26.3

12.9

17.6

63.8

64.9

66.7

55.7

54.5

58.5

57.1

55.6

4.7

7.5

9.5

11.5

4.5

7.4

17.1

16.9

0.9

0.8

4.8

3.3
0.5

2.1

1.8

4.1

0.9

0.8

0.0

1.6

7.9

5.8

11.2

5.8

分類Ⅰ(n=578)

分類Ⅱ(n=157)

分類Ⅲ(n=63)

分類Ⅳ(n=122)

分類Ⅰ(n=1,056)

分類Ⅱ(n=674)

分類Ⅲ(n=170)

分類Ⅳ(n=586)

とても幸せだと思う 幸せだと思う

あまり幸せだと思わない 幸せだと思わない

無回答

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(
平
成
28
年)

幸福度



３ 子どもの状況

子どもの持ち物・使用できるもの

22

✓ 「本・参考書」「習い事などの道具」等は、『分類Ⅰ～Ⅱ』に比べて『分類Ⅲ～Ⅳ』の割合が低くなっています。
✓ 一方で、「スマートフォン・タブレット機器（SNSを使えるもの）」「自転車」「文房具やノート」等は、等価可処分所得による関係はみられませ

ん。

本・参考書

（教科書や

マンガをの

ぞく）

マンガ・雑

誌
ゲーム機

自分用の

テレビ
パソコン

スマート

フォン・タ

ブレット機

器（ＳＮＳを

使えるも

の）

子ども用

けいたい

電話（ＳＮ

Ｓを使えな

いもの）

自転車

運動用具

（ボール・

ラケットな

ど）

習い事な

どの道具

（ピアノな

ど）

文房具や

ノート

キャラク

ターグッズ

化粧品・ア

クセサリー

自分で選

んだ服

子ども部

屋
その他

あてはまる

ものはな

い

無回答

分類Ⅰ(n=422) 79.4 76.8 75.1 11.1 34.4 78.0 10.4 88.2 69.4 53.3 90.5 59.7 39.3 77.0 67.5 1.2 0.7 1.2

分類Ⅱ(n=238) 69.7 75.6 76.9 13.9 25.2 76.9 12.6 88.7 67.2 46.6 86.6 64.7 39.1 79.0 66.4 1.3 0.8 0.4

分類Ⅲ(n=58) 56.9 56.9 70.7 17.2 31.0 82.8 8.6 84.5 53.4 29.3 84.5 43.1 24.1 65.5 51.7 0.0 0.0 1.7

分類Ⅳ(n=106) 58.5 67.9 76.4 13.2 34.0 84.0 9.4 86.8 58.5 33.0 91.5 61.3 52.8 81.1 62.3 0.9 0.9 0.0

79.4 76.8 75.1

11.1

34.4

78.0

10.4

88.2

69.4

53.3

90.5

59.7

39.3

77.0

67.5

1.2
0.7 1.2

69.7

75.6 76.9

13.9

25.2

76.9

12.6

88.7

67.2

46.6

86.6

64.7

39.1

79.0

66.4

1.3 0.8 0.4

56.9 56.9

70.7

17.2

31.0

82.8

8.6

84.5

53.4

29.3

84.5

43.1

24.1

65.5

51.7

0.0 0.0
1.7

58.5
67.9

76.4

13.2

34.0

84.0

9.4

86.8

58.5

33.0

91.5

61.3

52.8

81.1

62.3

0.9 0.9 0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

子どもが持っているものや家で自由に使うことができるもの



３ 子どもの状況

１日で使う時間

23

✓ 『分類Ⅲ～Ⅳ』はSNSやゲーム、動画に「３時
間以上」消費する割合が高く、読書を「まったく
しない」割合も高くなっています。

✓ また、『分類Ⅳ』は勉強を休日に「まったくしな
い」割合も高くなっています。

SNS

27.5

27.7

27.6

22.6

21.1

15.5

19.0

17.0

6.4

3.8

5.2

0.9

13.9

15.6

25.0

15.1

18.0

27.3

23.2

40.6

46

47.9

58.6

61.3

15.9

15.5

10.3

17.9

13.0

11.8

6.9

15.1

13.3

8.8

3.4

4.7

18.5

20.3

28.6

24.5

19.9

23.8

35.7

17

29.1

29.4

19.0

15.1

12.1

12.6

8.6

12.3

16.4

15.5

13.8

10.4

16.8

19.7

15.5

12.3

23.3

26.4

17.9

20.8

16.3

16.5

10.7

12.3

15.9

13.9

13.8

13.2

15.4

8.8

12.1

10.4

22.0

24.4

19.0

20.8

23.9

22.3

17.2

24.5

20.9

19.9

16.1

23.6

18.5

16.0

10.7

10.4

5

4.6

3.4

8.5

9.2

13.9

6.9

8.5

12.8

16.0

10.3

11.3

17.5

18.5

13.8

16.0

12

10.4

3.6

7.5

10.1

7.4

1.8

11.3

1.4

2.1

3.4

0.0

14.0

16.0

24.1

17.9

10.0

13.0

20.6

14.2

17.5

21.4

36.3

30.2

6.5

4.8

2.8

10.1

3.9

7.1

2.8

1.7

0.8

0.0

0.9

4.3

2.5

8.6

5.7

2.6

1.7

8.6

8.5

2.8

3.8

8.6

8.5

3.8
1.7

1.8

3.8

4.3

2.2

1.8

3.8

1.7

2.9

1.7

4.7

2.1

2.1

1.7

2.8

1.7

1.7

0.0

2.8

1.2

0.9

7.1

1.9

2.9

3.0

8.9

1.9

0.9

1.3

1.7
0.9

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

まったくしない

30分より少ない

30分以上１時間より少ない

１時間以上２時間より少ない

２時間以上３時間より少ない

３時間以上

わからない

無回答

ゲーム

動画

勉強
（平日）

勉強
（休日）

読書



３ 子どもの状況

インターネット利用

24

✓ インターネットの利用に関して、等価可処分所得による明らかな傾向はみられませんが、『分類Ⅰ～Ⅱ』は「利用する時間」のルールを設けて
いる割合がやや高くなっています。

利用する時間 利用する場所

メールやメッ

セージを送る

相手

利用するサイ

トやアプリの内

容

送信・投稿す

る内容

利用者情報が

もれないように

している

ゲームやアプ

リの利用料金

の上限や課金

の利用方法

困ったときに

はすぐ保護者

に相談する

その他

インターネット

利用のルール

は特にない

インターネット

を利用してい

ない

無回答

分類Ⅰ
(n=470)

47.2 24.9 23.6 43.8 38.3 32.1 47.4 53.0 1.7 12.1 4.5 0.6

分類Ⅱ
(n=265)

49.1 28.3 34.0 53.2 42.6 32.8 63.4 59.2 1.5 7.5 3.4 0.8

分類Ⅲ
(n=63)

28.6 23.8 20.6 36.5 34.9 34.9 47.6 47.6 1.6 15.9 0.0 0.0

分類Ⅳ
(n=122)

39.3 17.2 27.0 45.9 36.1 32.0 52.5 54.1 1.6 12.3 1.6 2.5

47.2

24.9 23.6

43.8
38.3

32.1

47.4
53.0

1.7

12.1

4.5
0.6

49.1

28.3
34.0

53.2

42.6
32.8

63.4
59.2

1.5
7.5

3.4
0.8

28.6
23.8

20.6

36.5 34.9 34.9

47.6 47.6

1.6

15.9

0.0 0.0

39.3

17.2

27.0

45.9
36.1

32.0

52.5 54.1

1.6

12.3

1.6 2.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0
分類Ⅰ

(n=470)

分類Ⅱ

(n=265)

分類Ⅲ

(n=63)

分類Ⅳ

(n=122)

インターネットの利用で設けているルール

今回調査(令和５年)



6.6

27.5

9.5
16.1 12.3

6.9

31.3

2.1

44.5

2.14.2

22.3

7.6 11.8 13
6.3

26.1

2.1

50

2.13.4

19.0

0.0
10.3 8.6

1.7

15.5

0.0

62.1

6.98.5

25.5

10.4

29.2
17.9

12.3

32.1

0.0

37.7

2.8

0

20

40

60

80

家
庭
の
こ
と

学
校
や
勉
強
、
仕
事

の
こ
と

ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と

自
分
の
こ
と
（外
見
や

体
型
な
ど
）

と
も
だ
ち
の
こ
と

好
き
な
人
の
こ
と

進
学
・進
路
の
こ
と

そ
の
他
の
こ
と

い
や
な
こ
と
や
悩
ん
で

い
る
こ
と
が
な
い

無
回
答

分類Ⅰ
(n=422)

分類Ⅱ
(n=238)

分類Ⅲ
(n=58)

分類Ⅳ
(n=106)

３ 子どもの状況

嫌なこと悩んでいること

25

✓ 等価可処分所得に関わらず、2～3割程度の子どもが「進学・進路」や「学校や勉強（仕事）」に関して悩んでいます。一方で、「嫌なことや
悩んでいることがない」割合は、『分類Ⅳ」の子どもが低くなっています。

✓ 平成28年時点の調査と比べると、 「進学・進路」で悩んでいる割合は『分類Ⅲ」の子どもを除いて増加し、「自分のこと（外見や体型な
ど）」で悩んでいる割合は「分類Ⅳ」で増加しています。また、「いやなことや悩んでいることがない」の割合は『分類Ⅰ・Ⅳ』で減少しています。

嫌なこと悩んでいることの有無

5.5

22.6
10.0 12.3 10.8

4.5

23.2

2.3

50.3

5.38.2

23.9

10.2 13.9 11.4
5.0

22.4

1.7

46.8

4.75.9

24.6

7.6
16.1

9.3
3.4

20.3

2.5

44.9

5.16.7

24.2

10.1
16.3 12.5

5.8

21.3

3.8

43.9

4.8

0

20

40

60

80

家
庭
の
こ
と

学
校
や
勉
強
、
仕
事

の
こ
と

ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と

自
分
の
こ
と
（外
見
や

体
型
な
ど
）

と
も
だ
ち
の
こ
と

好
き
な
人
の
こ
と

進
学
・進
路
の
こ
と

そ
の
他
の
こ
と

い
や
な
こ
と
や
悩
ん
で

い
る
こ
と
が
な
い

無
回
答

分類Ⅰ
(n=733)

分類Ⅱ
(n=402)

分類Ⅲ
(n=118)

分類Ⅳ
(n=417)

今回調査(令和５年)

前回調査(平成28年)



３ 子どもの状況

子どもの相談先

26

✓ いずれの項目も、等価可処分所得による明らかな傾向の違いは見受けられません。
✓ 回答割合は、「お母さん・お父さん・きょうだい」が最も高く、次いで「学校・職場のともだち」が高くなっています。また1割程度は「誰にも相談し

たくない」と答えています。

お母さん・

お父さん・

きょうだい

おばあちゃ

ん・おじい

ちゃん・親

せき

学校・職場

のともだち

学校・職場

以外のとも

だち

学校の先

生・職場の

上司

スクールカ

ウンセ

ラー、ス

クールソー

シャルワー

カー

学校以外

（習い事や

学童保育

等）の先生

近所の人
子ども専用

の電話相談

地域の支援

団体

インター

ネットなどを

通じて知り

あった直接

会ったこと

のない人

その他の人
だれにも相

談できない

だれにも相

談したくな

い

無回答

分類Ⅰ
(n=422)

71.6 11.1 54 11.6 21.3 1.4 5.9 0.9 0.7 0 0.9 2.6 0.7 12.1 1.9

分類Ⅱ
(n=238)

75.2 15.1 50 6.7 19.3 1.3 1.3 0.8 0 0 2.1 1.7 2.9 8.4 1.3

分類Ⅲ
(n=58)

62.1 13.8 41.4 6.9 17.2 1.7 1.7 0.0 0.0 1.7 0.0 1.7 3.4 13.8 3.4

分類Ⅳ
(n=106)

73.6 18.9 50.9 10.4 17.0 0.9 3.8 0.0 0.0 0.0 4.7 0.0 1.9 10.4 3.8

71.6

11.1

54

11.6

21.3

1.4
5.9

0.9 0.7 0 0.9 2.6 0.7

12.1

1.9

75.2

15.1

50

6.7

19.3

1.3 1.3 0.8 0 0 2.1 1.7 2.9
8.4

1.3

62.1

13.8

41.4

6.9

17.2

1.7 1.7 0.0 0.0 1.7 0.0 1.7 3.4

13.8

3.4

73.6

18.9

50.9

10.4

17.0

0.9 3.8
0.0 0.0 0.0

4.7
0.0 1.9

10.4
3.8

0

20

40

60

80 分類Ⅰ

(n=422)

分類Ⅱ

(n=238)

分類Ⅲ

(n=58)

分類Ⅳ

(n=106)

嫌なことや悩んでいることがあるときの相談先

今回調査(令和５年)



３ 子どもの状況

ヤングケアラー

27

✓ 『分類Ⅰ』に比べると、『分類Ⅱ～Ⅳ』では、自分が世話をしている家族が「いる」割合がやや高くなっています。
✓ お世話を『ほぼ毎日』している人は、およそ５割が「１時間以上」お世話を行っていると回答しています。
✓ 必要なサポート・支援としては、「特にない」が47.6％と最も高い一方で、「勉強のサポート」が34.1％と次いで高くなっています。

必要なサポート・支援

6.2

9.7

10.3

9.4

90.8

87

87.9

86.8

3.1

3.4

1.7

3.8

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

いる いない 無回答

自分が世話をしている家族の有無

今
回
調
査(

令
和
５
年)

34.1 

12.2 

1.2 2.4 0.0 

14.6 12.2 
3.7 

9.8 
4.9 

47.6 

4.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

勉
強
の
サ
ポ
ー
ト

家
事
の
サ
ポ
ー
ト

介
護
の
サ
ポ
ー
ト

育
児
の
サ
ポ
ー
ト

書
類
の
作
成
、
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト

お
金
の
管
理
の
サ
ポ
ー
ト

経
済
的
な
支
援

使
え
る
社
会
の
制
度
、
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
支
援

家
族
や
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体(n=82)

お世話をしている時間（頻度別）

52.8 

70.0 

76.9 

100.0 

19.4

15.0

7.7

8.3

10.0

7.7

5.6 

7.7 

5.6 8.3

5.0

ほぼ毎日(n=36)

週に３日～５日(n=20)

週に１日または２日(n=13)

１カ月に数日(n=6)

１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

３時間以上、５時間より少ない ５時間以上、７時間より少ない ７時間より多い

無回答



３ 子どもの状況

子どもの幸福度と自分への自信

28

✓ 幸福度では、約9割の子どもが「とても幸せ」「幸せ」と回答していますが、『分類Ⅲ～Ⅳ』は「とても幸せ」の割合がやや低くなっています。
✓ 自分への自信では、半分程度の子どもが「ある」「どちらかというとある」と回答していますが、『分類Ⅲ～Ⅳ』は「ある」の割合がやや低く、『分類

Ⅳ』は「ない」の割合が高くなっています。
✓ 前回調査と比較すると、『分類Ⅰ～Ⅱ」は、幸福度の「とても幸せだと思う」と自分への自信が「ある」と回答した割合が増加しています。

幸福度

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(

平
成
28
年)

24.6

26.1

13.8

15.1

18.0

16.2

10.2

15.8

38.9

36.1

32.8

39.6

38.6

37.3

41.5

38.4

27.5

23.1

39.7

21.7

27.4

27.9

33.1

23.3

8.5

13.4

10.3

21.7

13.5

15.4

14.4

19.7

0.5

1.3

3.4

1.9

2.5

3.2

0.8

2.9

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=733)

分類Ⅱ(n=402)

分類Ⅲ(n=118)

分類Ⅳ(n=417)

ある どちらかというとある どちらかというとない ない 無回答

今
回
調
査(

令
和
５
年)

前
回
調
査(
平
成
28
年)

自分への自信

55.7

55.9

32.8

46.2

48.4

47.8

41.5

45.8

36.3

37.8

56.9

42.5

43.5

40.8

41.5

39.8

5.9

1.3

5.2

5.7

4.1

4.5

11.0

8.4

1.2

3.4

0.0

1.9

0.8

3.0

0.8

2.4

0.9

1.7

5.2

3.8

3.1

4.0

5.1

3.6

分類Ⅰ(n=422)

分類Ⅱ(n=238)

分類Ⅲ(n=58)

分類Ⅳ(n=106)

分類Ⅰ(n=733)

分類Ⅱ(n=402)

分類Ⅲ(n=118)

分類Ⅳ(n=417)

とても幸せだと思う 幸せだと思う あまり幸せだと思わない

幸せだと思わない 無回答



C 子ども・若者の意識及び少子化社会に関する調査



０ 回答者について

性別・年齢と世帯収入

✓ 回答者は「女性」が58.7％、「男性」が37.8％と女性が多い傾向にあり、特に「35～39歳」の女性の回答率が最も高くなっています。
✓ 世帯年収は、「わからない」を除くと「400～500万円未満」が11.3％と最も高くなっています。

性別・年齢 世帯年収

7.7 

6.9 

6.6 

7.7 

8.9 

7.5 

9.5 

12.2 

13.0 

16.5 

3.4 

0 10 20

男性15～19歳

男性20～24歳

男性25～29歳

男性30～34歳

男性35～39歳

女性15～19歳

女性20～24歳

女性25～29歳

女性30～34歳

女性35～39歳

無回答

(%)
(n=853)

2.7 

2.9 

6.9 

8.7 

11.3 

10.3 

8.0 

7.3 

6.1 

4.3 

8.4 

21.1 

2.0 

0 10 20 30

100万円未満

100万円～200万円未満

200万円～300万円未満

300万円～400万円未満

400万円～500万円未満

500万円～600万円未満

600万円～700万円未満

700万円～800万円未満

800万円～900万円未満

900万円～1000万円未満

1000万円以上

わからない

無回答

(%)
(n=853)

37.8％

男性

58.7％

女性

29



１ 結婚・子ども

結婚に対する考え方
✓ 結婚願望に対して、全体の29.0％が「どちらでもいいと思う」と回答し、結婚を希望する割合は、『20～24歳』が最も高くなっています。
✓ 結婚を希望しない理由としては、「結婚生活そのものが面倒または大変そうだから」「一人の方が気楽そうだから」という結婚に対して否定的な

イメージが高くなっている一方、「お金がないから」という理由は比較的低くなっています。

今後の結婚願望（年齢別）

3.3 

0.0 

5.2 

7.6 

0.0 

3.3 

27.0 

27.4 

40.7 

20.7 

17.6 

16.7 

28.0 

31.5 

20.7 

31.5 

35.3 

25.0 

29.0 

34.7 

25.2 

27.2 

27.9 

30.0 

4.1 

1.6 

3.0 

3.3 

10.3 

5.0 

6.4 

4.8 

3.0 

9.8 

4.4 

15.0 

1.2 

0.0 

1.5 

0.0 

2.9 

3.3 

0.8

0.0 

0.7

0

1.5

1.7

全体

(n=482）

15～19歳

(n=124）

20～24歳

(n=135）

25～29歳

(n=92）

30～34歳

(n=68）

35～39歳

(n=60）

現在、既に予定がある・決まっている

現在、予定はないが是非したい

現在、予定はないができればしたい

どちらでもいいと思う

できればしたくない

したくない

その他

無回答

72.5 
64.7 

52.9 

33.3 29.4 29.4 
21.6 

13.7 7.8 
0.0 

0

20

40

60

80

結
婚
生
活
そ
の
も

の
が
面
倒
ま
た
は

大
変
そ
う
だ
か
ら

一
人
の
方
が
気
楽

だ
か
ら

結
婚
し
な
く
て
も

別
に
困
ら
な
い
か
ら

結
婚
に
向
け
て
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が

面
倒
だ
か
ら

自
分
に
自
信
が
な

い
か
ら

お
金
が
な
い
か
ら

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
が

苦
手
だ
か
ら

時
間
が
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全体(n=51)

結婚を希望しない理由
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１ 結婚・子ども

結婚に対する考え方

✓ 結婚に対する考え方ごとに、結婚していない理由を見ると、『結婚をしたくない』人は、「自由さや気楽さを失いたくない」こと、『結婚したい・す
る予定がある』人は「適当な相手にめぐりあわない」や「まだ若すぎる」こと、『どちらでもいいと思う』人は「まだ必要性を感じない」ことを理由とし
ています。

✓ 結婚に必要な世帯収入は、『結婚したくない』や『どちらでもいいと思う』人ほど「わからない」の回答が高く、具体的に考えられていません。

結婚していない理由（結婚に対する考え方別）

39.1 34.5
23.8 18.9 23.1 24.2

14.6
6.8 6.4 1.8 6.4 2.8 0.4

25.0

37.1 34.3
42.9

18.6

12.9 10
4.3 2.1 1.4 4.3 5 1.4

27.5

11.8

62.7

41.2

21.6
13.7

19.6

3.9 2 0

15.7
5.9

0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

適
当
な
相
手
に
め
ぐ

り
あ
わ
な
い

ま
だ
若
す
ぎ
る

自
由
さ
や
気
楽
さ
を

失
い
た
く
な
い

ま
だ
必
要
性
を
感
じ

な
い

仕
事
（学
業
）に
打
ち

込
み
た
い

結
婚
資
金
が
足
り
な

い

異
性
と
う
ま
く
つ
き

あ
え
な
い

法
律
上
結
婚
で
き
る

年
齢
で
は
な
い

住
居
の
め
ど
が
立
た

な
い

親
や
周
囲
が
同
意
し

な
い

そ
の
他

答
え
た
く
な
い

無
回
答

結婚をしたい・する予定がある(n=281) どちらでもいいと思う(n=140) 結婚をしたくない(n=51)

0.7 2.1 4.6

12.8 13.5
19.2

13.5

5.7 2.8
8.2

0.7

14.6

0 1.4 3.6

12.1 13.6 13.6
10 10

0

8.6
3.6

21.4

0 0
5.9

15.7 17.6

2
7.8

3.9
7.8 5.9 3.9

27.5

0

20

40

1
0

0
 

万
円
～2

0
0

 

万
円
未
満

2
0

0
 

万
円
～3

0
0

 

万
円
未
満

3
0

0
 

万
円
～4

0
0

 

万
円
未
満

4
0

0
 

万
円
～5

0
0

 

万
円
未
満

5
0

0
 

万
円
～6

0
0

 
万
円
未
満

6
0

0
 

万
円
～7

0
0

 

万
円
未
満

7
0

0
 

万
円
～8

0
0

 

万
円
未
満

8
0

0
 

万
円
～9

0
0

 

万
円
未
満

9
0

0
 

万
円
～1

0
0

0

万
円
未
満

1
0

0
0

万
円
以
上

収
入
は
関
係
な
い

わ
か
ら
な
い

結婚をしたい・する予定がある(n=281) どちらでもいいと思う(n=140) 結婚をしたくない(n=51)

結婚に必要な世帯収入（結婚に対する考え方別）
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１ 結婚・子ども

婚姻と子どもの状況

✓ 「配偶者あり」の回答率は、男性は30歳以上で５割以上となり、女性は25歳以上で５割以上、30～34歳で６割以上、35～39歳で８
割以上となっています。

✓ 男女ともに年齢が高くなるほど「子どもはいない」の割合が概ね減少傾向にありますが、男性と女性を比べると男性の方が『35～39歳』におい
ても「子どもがいない」割合が高くなっています。

配偶者の有無 子どもの有無

53.7 

78.8 

71.2 

55.4 

36.4 

34.2 

33.1 

78.1 

48.1 

26.9 

22.5 

17.0 

14.4 

10.6 

25.4 

21.4 

10.6 

7.9 

15.7 

20.3 

43.2 

17.3 

10.8 

1.4 

5.8 

1.7 

1.8 

12.1 

11.8 

7.9 

1.2 

9.6 

11.7 

10.6 

21.5 

17.9 

37.9 

43.4 

41.9 

1.6 

7.4 

44.2 

51.4 

70.2 

4.6 

10.6 

1.7 
3.6 

3.0 

2.6 

1.4 

1.9 

3.6 

0.7 

男性

(n=326）

15～19歳

(n=66）

20～24歳

(n=59）

25～29歳

(n=56）

30～34歳

(n=66）

35～39歳

(n=76）

女性

(n=508）

15～19歳

(n=64）

20～24歳

(n=81）

25～29歳

(n=104）

30～34歳

(n=111）

35～39歳

(n=141）

配偶者、恋人はいない（未婚） 配偶者はいないが恋人はいる（未婚）

配偶者（事実婚・内縁）がいる 配偶者（法律婚）がいる

無回答
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男
性

女
性

回
答
者
数

子
ど
も
は
い
な
い

ご
自
身
ま
た
は
パ
ー

ト

ナ
ー

が
現
在
妊
娠
中

１
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る

１
～

６
歳
の
子
ど
も

（

未
就
学
児
）

が
い
る

小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る

中
学
生
以
上
の
子
ど
も
が

い
る

無
回
答

男性 326 72.7 1.8 4.0 16.0 7.7 1.8 3.4

15～19歳 66 90.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 7.6

20～24歳 59 93.2 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 5.1

25～29歳 56 83.9 1.8 3.6 10.7 0.0 0.0 0.0

30～34歳 66 54.5 4.5 9.1 27.3 6.1 0.0 4.5

35～39歳 76 50.0 1.3 6.6 36.8 26.3 5.3 0.0

女性 508 54.7 2.2 9.3 27.4 15.9 4.5 1.2

15～19歳 64 96.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 1.6

20～24歳 81 88.9 1.2 3.7 3.7 0.0 0.0 2.5

25～29歳 104 61.5 4.8 20.2 18.3 3.8 0.0 0.0

30～34歳 111 45.0 1.8 9.0 42.3 12.6 3.6 0.9

35～39歳 141 21.3 2.1 9.2 48.9 41.8 9.9 1.4

 



１ 結婚・子ども

子どもを持つことに対する考え方
✓ 子どもを持ちたいかの希望は、『未婚』の人でも約7割の人が「持ちたい」と回答しています。
✓ 将来持ちたい子どもの人数は、『未婚』と『配偶者あり』にかかわらず、６割以上が「２人」と回答しています。
✓ 重要と思う子育てを支援する施策は、 『未婚』と『配偶者あり』にかかわらず、経済的な支援や保育サービスの充実が高くなっています。

子どもを持ちたいかの希望（婚姻状況） 将来持ちたい子どもの人数

10.1 

4.4 

18.5 

11.4 

7.2 

17.6 

4.6 

5.3 

3.4 

34.3 

52.9 

9.9 

35.5 

27.1 

46.3 

4.1 

3.2 

4.3 

全体（n=853）

未婚（n=473）

配偶者あり

（n=352)

すぐにでも持ちたい
２～３年以内に持ちたい

５年以内に持ちたい

いずれは持ちたい

（これ以上）子どもを持つことは望んでいない

無回答

12.0 

13.0 

9.8 

65.8 

68.5 

60.3 

18.1 

13.9 

27.0 

0.8 

0.0 

1.7 

1.0 

0.9 

1.1 

2.3 

3.6 

0.0 

全体（n=515）

未婚（n=330）

配偶者あり

（n=174)

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

62.2 

42.7 
26.8 33.2 

19.5 18.8 15.2 17.1 
10.1 10.1 6.6 2.1 1.1 3.4 3.8 

72.2 

52.6 

30.7 
19.0 21.6 21.9 21.9 

12.8 15.1 10.5 
2.6 0.6 1.7 4.5 0.0 

0

20

40

60

80

子
育
て
に
対
す
る
経
済

的
支
援
を
充
実
す
る

教
育
費
へ
の
支
援
を
充
実

す
る

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る

育
児
休
業
を
取
り
や
す

い
職
場
環
境
を
整
備
す

る

育
児
休
業
中
の
所
得
保

障
を
充
実
す
る

子
ど
も
の
医
療
費
へ
の
支

援
を
充
実
す
る

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導

入
な
ど
、
柔
軟
な
働
き

方
を
推
し
進
め
る

時
間
外
勤
務
を
短
縮
す

る
等
、
男
性
の
育
児
参
加

を
促
進
す
る

子
ど
も
を
連
れ
て
安
心

し
て
外
出
で
き
る
地
域

環
境
を
整
備
す
る

出
産
・育
児
に
よ
る
退
職

後
の
再
就
職
支
援
を
充

実
す
る

妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
を
整
備
す
る

特
別
養
子
縁
組
制
度
の

啓
発
や
利
用
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
す
る

親
同
士
で
交
流
で
き
る

場
を
提
供
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

未婚(n=473） 配偶者あり(n=352）

重要と思う子育てを支援する施策
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２ 将来の希望と幸福度

将来に対する希望と幸福度

✓ 将来に対する希望を持っている人や、幸福度が高い人は、『15～19歳』『20～24歳』の若い世代で多くみられます。
✓ 将来に対する希望の有無別で幸福度を見ると、『将来への希望を持っている』人の幸福度は高くなっています。

将来に対する希望を持っているか 幸福度

40.6 

51.5 

46.5 

36.6 

38.2 

35.3 

42.1 

37.9 

34.0 

36.6 

46.1 

50.4 

16.6 

10.6 

17.4 

25.0 

15.7 

14.3 

0.7 

0.0 

2.1 

1.8 

0.0 

0.0 

全体

(n=853）

15～19歳

(n=132）

20～24歳

(n=144）

25～29歳

(n=164）

30～34歳

(n=178）

35～39歳

(n=224）

持っている どちらでもない 持っていない 無回答

26.8 

30.3 

29.9 

23.2 

25.3 

27.7 

59.6 

62.1 

57.6 

59.8 

60.7 

57.1 

10.0 

6.1 

8.3 

12.2 

12.4 

9.8 

2.8 

1.5 

2.1 

3.0 

1.7 

4.9 

0.8 

0.0 
2.1 

1.8 

0.0 

0.4 

全体

(n=853）

15～19歳

(n=132）

20～24歳

(n=144）

25～29歳

(n=164）

30～34歳

(n=178）

35～39歳

(n=224）

とても幸せだと思う 幸せだと思う

あまり幸せだと思わない 幸せだと思わない

無回答

26.8 

48.3 

15.9 

3.5 

59.6 

50.6 

74.1 

47.2 

10.0 

0.6 

8.6 

36.6 

2.8 

0.6 

1.1 

12.7 

0.8 

0.0 

0.3 

0.0 

全体

(n=853）

将来への希望を持っている

(n=346）

どちらでもない

(n=359）

将来への希望を持っていない

(n=142）

とても幸せだと思う

幸せだと思う

あまり幸せだと思わない

幸せだと思わない

無回答

幸福度（将来に対する希望の有無別）
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３ 居場所・孤独感

自分の居場所の有無

✓ 自分の居場所と感じる場所は『自分の部屋』や『家庭』、『インターネット空間』が高くなっています。また、居場所が「０か所」の人が1.3％、
「1か所」の人が3.2％となっています。

自分の居場所になっているか

68.2 

57.3 

17.2 

12.4 

11.8 

24.2 

15.7 

31.3 

29.3 

32.9 

37.6 

37.3 

3.0 

5.3 

20.9 

17.4 

19.1 

15.1 

1.5 

2.8 

19.6 

18.3 

14.9 

12.3 

9.5 

1.3 

9.8 

13.5 

13.4 

8.6 

2

2

3.2

5.5

3.2

2.6

①自分の部屋

②家庭

③学校

④職場

⑤地域

⑥インターネット空間

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない、わからない 無回答

(n=853)
自分の居場所と思うものの数

1.3 3.2 

14.0 

74.7 

6.9 
０か所

１か所

２か所

３か所以上

無回答

(n=853)
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３ 居場所・孤独感

孤立・孤独感

✓ 「自分には人とのつきあいがないと感じることがある」人は全体で45.0％であり、孤独感を持っている人は全体で44.5％となっています。
✓ 孤独感がある人のうち７割以上が、①②③の状況で孤立を感じています。

孤立を感じる状況

24.9 

22.5 

25.1 

28.6 

35.6 

36.8 

34.8 

31.8 

29.2 

10.2 

8.6 

7.4 

1.5 

1.5 

1.5 

①自分には人とのつきあいがないと感

じることがある

②自分は取り残されていると感じるこ

とがある

③自分は他の人たちから孤立している

と感じることがある

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答

(n=853)

20.9

33.5
24.9

12.1

7.5

1.2

ない

ほとんどない

たまにある

時々ある

しばしばある・常にある

無回答

(n=853)

孤独感

①自分には人とのつきあいがないと
感じることがある

24.9 

40.3 

6.6 

28.6 

38.4 

17.2 

34.8 

18.1 

55.9 

10.2 

2.4 

20.1 

1.5 

0.9 

0.3 

全体
(n=853)

孤独感がない
(n=464)

孤独感がある
(n=379)

②自分は取り残されていると感じることがある

22.5 

37.5 

4.7 

35.6 

50.2 

18.5 

31.8 

11.2 

57.8 

8.6 

0.4 

18.7 

1.5 

0.6 

0.3 

③自分は他の人たちから孤立していると
感じることがある

25.1 

42.2 

4.7 

36.8 

51.5 

19.5 

29.2 

5.4 

59.1 

7.4 

0.2 

16.4 

1.5 

0.6 

0.3 
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４ 困難な経験

成人前の経験
✓ 成人前に経験したこととして、「いずれも経験したことがない」が52.3%、ついで「いじめを受けたことがある」が24.5％となっています。
✓ 『生活が経済的に困っていたことがある』『親から虐待されていたことがある』『 『不登校になったことがある』人のうち、将来への希望を「持ってい

ない」と回答した人が30％以上、幸福度について「あまり幸せだと思わない」「幸せだと思わない」と回答した人が25％以上となっています。

24.5 
16.4 15.9 11.0 

3.4 3.3 

52.3 

2.5 
0

20

40

60

い
じ
め
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る

両
親
が
離
婚
し

た
（未
婚
も
含

む
）

生
活
が
経
済
的

に
困
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
る

不
登
校
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る

母
ま
た
は
父
が

亡
く
な
っ
た

親
か
ら
虐
待
さ

れ
て
い
た
こ
と

が
あ
る

い
ず
れ
も
経
験

し
た
こ
と
が
な

い

無
回
答

全体(n=853)成人前に経験したこと

35.0 

44.8 

30.9 

32.1 

33.0 

25.5 

44.8 

40.7 

34.5 

38.2 

32.1 

41.1 

40.4 

43.9 

22.1 

17.2 

30.1 

32.1 

24.4 

33.0 

11.2 

2.1 

3.4 

0.7 

3.6 

1.4 

1.1 

0.0 

両親が離婚した（未婚も含む）
(n=140)

母または父が亡くなった
(n=29)

生活が経済的に困っていたことがある
(n=136)

親から虐待されていたことがある
(n=28)

いじめを受けたことがある
(n=209)

不登校になったことがある
(n=94)

いずれも経験したことがない
(n=446)

持っている どちらでもない 持っていない 無回答

26.4 

24.1 

18.4 

14.3 

21.1 

16.0 

30.7 

55.0 

58.6 

53.7 

46.4 

58.4 

57.4 

60.8 

12.9 

10.3 

19.1 

21.4 

15.3 

19.1 

7.0 

3.6 

3.4 

7.4 

14.3 

3.8 

6.4 

1.6 

2.1 

3.4 

1.5 

3.6 

1.4 

1.1 

0.0 

両親が離婚した（未婚も含む）
(n=140)

母または父が亡くなった
(n=29)

生活が経済的に困っていたことがある
(n=136)

親から虐待されていたことがある
(n=28)

いじめを受けたことがある
(n=209)

不登校になったことがある
(n=94)

いずれも経験したことがない
(n=446)

とても幸せだと思う 幸せだと思う

あまり幸せだと思わない 幸せだと思わない

無回答

将来への希望の有無 幸福度

成人前に経験したことによる影響
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４ 困難な経験

ヤングケアラー
✓ 未成年で家族の世話をしていた（している）経験は、全体の4.3％の人が「ある」と回答しています。
✓ 欲しかった（欲しい）サポート・支援として、「経済的な支援」「使える社会の制度、サービスについて教えてくれる支援」「家族や自分のことに

ついて、一緒に考えてくれる支援」が高くなっています。

未成年で家族の世話をしていた（している）経験

4.3 

3.0 

5.6 

5.5 

5.1 

2.7 

93.9 

96.2 

93.1 

93.9 

92.1 

95.5 

1.8 

0.8 

1.4 

0.6 

2.8 

1.8 

全体

(n=853）

15～19歳

(n=132）

20～24歳

(n=144）

25～29歳

(n=164）

30～34歳

(n=178）

35～39歳

(n=224）

ある（現在未成年で今もしている場合を含む） ない 無回答

21.6 
13.5 

24.3 

10.8 13.5 
18.9 

45.9 43.2 
37.8 

0.0 

16.2 
5.4 

0

20

40

60

勉
強
の
サ
ポ
ー
ト

家
事
の
サ
ポ
ー
ト

介
護
の
サ
ポ
ー
ト

育
児
の
サ
ポ
ー
ト

書
類
の
作
成
、
手
続
き

の
サ
ポ
ー
ト

お
金
の
管
理
の
サ

ポ
ー
ト

経
済
的
な
支
援

使
え
る
社
会
の
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
教

え
て
く
れ
る
支
援

家
族
や
自
分
の
こ
と
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
く
れ
る
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体(n=37)

ほしかった（欲しい）サポート・支援

世話をしていた時間

35.1 

37.8 

10.8 

2.7 

2.7 
2.7 

8.1 
１時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない

３時間以上、５時間より少ない

５時間以上、７時間より少ない

７時間より多い

無回答

(n=37)
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４ 困難な経験

外出頻度が低い（引きこもり）
✓ 外出頻度が低い人は全体の8.7％であり、その状態が６カ月以上続いている人は、全体の5.3％となっています。
✓ 外出頻度が低くなった年齢は、「20～24歳」が他よりやや高く、外出頻度が低くなった理由としては、「その他」が最も高くなっています。

現在の外出頻度

66.4 

12.4 
5.2 6.2 4.1 3.3 1.1 0.2 1.2 

0

20

40

60

80

仕
事
や
学
校
で
平
日
は
毎

日
外
出
す
る

仕
事
や
学
校
で
週
に
３
～

４
日
外
出
す
る

遊
び
等
で
頻
繁
に
外
出
す

る

人
づ
き
あ
い
の
た
め
に
と

き
ど
き
外
出
す
る

普
段
は
家
に
い
る
が
、
自

分
の
趣
味
に
関
す
る
用
事

の
と
き
だ
け
外
出
す
る

普
段
は
家
に
い
る
が
、
近

所
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
は

出
か
け
る

自
室
か
ら
は
出
る
が
、
家

か
ら
は
出
な
い

自
室
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
な

い

無
回
答

全体(n=853)

回答者全体の8.7％

現在の外出頻度になってから経過した時間

17.6 
14.9 

10.8 12.2 

6.8 
9.5 10.8 

4.1 4.1 
1.4 1.4 

6.8 

0

5

10

15

20

３
カ
月

未
満

３
カ
月
～

６
カ
月
未
満

６
カ
月
～

１
年
未
満

１
年
～

２
年
未
満

２
年
～

３
年
未
満

３
年
～

５
年
未
満

５
年
～

７
年
未
満

７
年
～

1
0

年
未
満

1
0

年
～

1
5

年
未
満

1
5

年
～

2
0

年
未
満

2
0

年
～

2
5

年
未
満

無
回
答

全体
(n=74)

回答者全体の5.3％

11.1 

15.6 

22.2 

11.1 

17.8 

17.8 

4.4 

14歳以下

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

無回答

(n=45)

何歳から外出頻度が低くなったか 外出頻度が現在のようになった理由

15.6 

4.4 

15.6 
11.1 

6.7 6.7 
11.1 8.9 

20.0 
15.6 

22.2 

11.1 

2.2 

20.0 

13.3 

28.9 

2.2 
6.7 6.7 

0

20

40

学
校
に
な
じ
め
な
か
っ
た
こ
と

小
学
校
時
代
の
不
登
校

中
学
校
時
代
の
不
登
校

高
校
時
代
の
不
登
校

大
学
（専
門
学
校
、
短
期
大
学

等
を
含
む
）時
代
の
不
登
校

受
験
に
失
敗
し
た
こ
と

就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と

職
場
に
な
じ
め
な
か
っ
た
こ
と

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と

病
気

妊
娠
し
た
こ
と

退
職
し
た
こ
と

介
護
・看
護
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
た
こ
と

在
宅
で
仕
事
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体(n=45)

外出頻度が低くなり、６カ月以上経っている人
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４ 困難な経験

困難な経験を持つ人の状況

✓ 困難な経験をした人は、いずれも１割以上がストレス発散方法が「ない」と回答しています。また、該当者数が少ないため、参考となりますが
『親からの虐待』を受けた人は、35.7％がストレス発散方法が「ない」と回答しています。

✓ 社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験がある割合が高く、『親からの虐待』『不登校になった』経験がある人は８割以上
が経験しています。

ストレス発散方法の有無

46.7 

48.6 

53.7 

39.3 

57.9 

55.3 

71.1 

33.3 

29.7 

27.2 

21.4 

27.3 

27.7 

23.3 

15.6 

10.8 

18.4 

35.7 

12.4 

16.0 

5.5 

4.4 

10.8 

0.7 

3.6 

2.4 

1.1 

0.2 

引きこもり（外出頻度低が

６カ月以上）(n=45)

ヤングケアラー(n=37)

経済的困難(n=136)

親からの虐待(n=28)

いじめを受けた(n=209)

不登校になった(n=94)

いずれの経験もない(n=494)

ある どちらでもない ない 無回答

28.9 

16.2 

16.2 

28.6 

14.4 

23.4 

2.4 

24.4 

32.4 

27.9 

39.3 

27.3 

41.5 

8.7 

8.9 

8.1 

19.1 

21.4 

18.2 

19.1 

11.7 

15.6 

13.5 

13.2 

3.6 

14.4 

5.3 

21.7 

22.2

18.9

18.4

3.6

19.1

5.3

49

0

5.4

3.7

3.6

5.7

5.3

4.5

0

5.4

1.5

0

1

0

2

引きこもり

（外出頻度低が６カ月以上）(n=45)

ヤングケアラー(n=37)

経済的困難(n=136)

親からの虐待(n=28)

いじめを受けた(n=209)

不登校になった(n=94)

いずれの経験もない(n=494)

現在、その状況にある 今までに経験があった
どちらかといえば、あった（ある） どちらかといえば、なかった（ない）
なかった（ない） わからない、答えられない
無回答

社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験
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５ 意見を言う方法

✓ 意見を言う方法としては、「SNS（LINE、Xなど）」と「アンケート調査」が全年齢で高くなっています。
✓ 「考えたことがない」の回答がどの年齢層でも１割以上います。

意見箱
SNS （LINE、

X など）

アンケート

調査
メール

大人もいる

グループで

意見を言い

合う

同じ年代の

人が集まる

グループで

意見を言い

合う

たくさんの

人の前で意

見を発表す

る

その他
考えたこと

がない
わからない 無回答

全体(n=853) 22.3 50.4 47.7 14 6 8.4 1.8 0.8 13.4 5.6 2.1

15～19歳(n=132) 20.5 51.5 39.4 6.8 9.8 8.3 3.8 1.5 11.4 8.3 2.3

20～24歳(n=144) 19.4 48.6 40.3 12.5 7.6 13.2 2.1 0 14.6 9 4.2

25～29歳(n=164) 22 56.7 51.2 13.4 3.7 8.5 1.8 0.6 11.6 3.7 1.8

30～34歳(n=178) 24.7 47.8 51.1 14.6 6.7 6.7 0 0.6 14.6 5.6 0.6

35～39歳(n=224) 24.1 49.6 52.2 18.3 4 7.1 1.8 1.3 13.8 3.1 1.8

0

20

40

60
全体(n=853)

15～19歳(n=132)

20～24歳(n=144)

25～29歳(n=164)

30～34歳(n=178)

35～39歳(n=224)

自分の環境をより良くするために意見を言う場合に希望する方法

意見を言う方法
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